
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 21 年 4 月 30 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・形成外科学 
キーワード：ケロイド、創傷治癒、幹細胞、組織再生、遺伝子 
 

１．研究計画の概要 
申請者らは、ケロイドの本態を、「本来の分化

系統から逸脱した異常な組織幹細胞が増殖し

たもの」、と捉えることを提唱した（Naitoh、
Suzuki et al. 2005. Genes Cells. in press）。この新

しい疾患概念に基づき、本研究では、⑴この異

常幹細胞、すなわちケロイド幹細胞を単離、同

定すること、⑵ケロイド幹細胞の分子発現パタ

ーンを解析し、これをもとにケロイド幹細胞の

特徴を明らかにし、マーカー分子を決定するこ

と、⑶組織幹細胞が、なぜ正常分化系統から逸

脱するのか、そのメカニズムを解明し、トリガ

ーとなる分子候補を同定すること、⑷単離・同

定したケロイド組織細胞をヌードマウスに移

植し、ケロイドモデル動物を作製する。⑸in 

vitroならびに上記モデルマウスの系を用いて、

トリガー分子候補の中から、根治的療法のター

ゲットとなりうる分子を同定する。以上５点を、

申請期間内に遂行することを目標とする。本研

究は、ケロイド発生機構の解明とマスタージー

ンの同定を実現し、難治性疾患であるケロイド

の根治的療法開発を目指すものである。 

 
２．研究の進捗状況 
これまでに、ケロドイド組織より、神経、骨、

脂肪に分化可能な多能性幹細胞を単離こと

に成功し、その細胞を未分化状態を維持し

つつ培養継代することに成功した。此の幹

細胞の分子発現パターンを解析し、マーカ

ー候補の遺伝子 A,B,C を同定した。正常分

化系統から逸脱する原因を探索するため、

このマーカー候補遺伝子が病態形成にお

いてどのような機能をもつかということ

を検討した。同遺伝子をケロイド細胞にお

いてノックダウンしたところ、遺伝子 B の

ノックダウンによりケロイドにおいて発

現が亢進している遺伝子 D の発現が抑制

された。このことより、マーカー遺伝子の

候補として、遺伝子 B に着目して検討を進

めることとした。単離したケロイド由来幹

細胞を移植する方法を検討し、担体の種類

ならびに移植位置について条件の最適化

を行った。 
 
３．現在までの達成度  
②おおむね順調に進展している。 

(理由) 
研究計画⑴から⑸のうち、⑷まで到達。順

調に進展している。今後は最終年度に最終

段階⑸の実験を進める予定である。 
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４．今後の研究の推進方策 

最終年度では、最適化を図った幹細胞移植系

を用いて、上記ケロイド由来幹細胞ならびに、

遺伝子 B ノックダウン細胞を移植し、in vivo
においてケロイド発生病理の探索を行う。 
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